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★理想の食生活を100点満点とした
場合の、家庭での食生活の点数を聞
いたところ、70点（29.9%）と60点
（22.8%）で約半数を占めることがわ
かりました。今の食生活が理想とは言
わないけれども、約9割の母親は50
点以上であると考えているようです。
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幼児の食事と保護者の意識

データから見る
幼児教育

ベネッセ食育研究所では、2009年3月に、全国の幼児（4～6歳）・小学生（1～6年生）の子どもをもつ母親を対象に「食事と

しつけに関するアンケート」を実施しました。園では毎日の給食やお弁当のことなどについて、保護者とコミュニケーション

をとる機会も多いことと思います。ここでは幼児（4～6歳）を中心にご紹介していますので、園だよりや保護者会などでの

話題提供の素材としてご活用ください。

調査テーマ　幼児・小学生がいる家庭の食事、しつけ、食体験の実態
調査対象　４～６歳の幼児と小学１～６年生の子どもをもつ母親2,781名
（今回は、４～６歳の幼児の母親927名を中心に結果を紹介している）
調査方法　インターネット調査
調査時期　2009年3月下旬
備考　※回答者に子どもが複数名いる場合には、第一子についての回答を求めた。

※母親の職業について、常勤：パート・アルバイト：専業主婦の割合が１：１：１
になるように抽出を行った。

今回ご紹介するデータの調査概要

家庭における食生活の
自己採点は60～70点

あなたの理想の食生活を100点満点で表すとすると、
ご家庭の食生活は何点くらいだと思いますか

Q

■ 引用・掲載時のお願い　
本調査の結果を引用される際には「ベネッセ食育研究所『食事
としつけに関するアンケート』（2009年）」と記載してください。
詳細の結果はベネッセ食育研究所ホームページをご覧ください。
http://www.benesse.co.jp/shokuiku/
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★子どもの食事の悩みや気がかりについて聞いたところ、
「よくある」が高い順に「①食べるのに時間がかかる」「②好
き嫌いが多い」「③お菓子を食べすぎる」でした。しかし、こ
の幼児期の子どもをもつ保護者における上位3つの悩みは、

子どもが小学１～3年生の保護者の回答では大きく数値を
下げています。（①：37.5→25.1）（②：19.6→11.3）（③：
19.4→10.1）上位３つの悩みについては、幼児期に特に強
く感じられる傾向があるようです。

注１　「よくある」の数値が高い順に並び替えている。

子どもの食事の悩みや気がかり図2

（%）1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90

食べるのに時間がかかる 37.5 33.5 22.1 6.8

好き嫌いが多い 19.6 25.6 38.7 16.1

お菓子を食べすぎる 19.4 34.6 34.2 11.8

食の安全性が気になる 18.9 40.9 28.3 12.0

食べる量が少ない 16.8 27.4 34.6 21.1

「もったいない」を
教えるのがむずかしい 15.5 35.1 37.4 12.0

食事のマナーが悪い 15.3 51.3 28.3 5.1

食べる量が多すぎる 17.5 29.1 49.4

食物アレルギーがある 5.5 20.8 70.1

朝食をとらないことがある 10.8 28.8 58.4

ダイエットを気にして食べない 13.2 84.9

0.1

2.0

3.6

4.0

1.8

■ よくある　　■ ときどきある　　■ あまりない　　■ まったくない

お子様の食事について、次のような悩みや気がかりを感じることがありますか。Q

食に関する悩みは
「食べるのに時間がかかる」が１位
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★ここでは、平日と休日の食事について子どもがだれと一緒
に食事をしているかを複数回答で聞いています。「母親」や
「きょうだい」とは毎日一緒に食事をしている子どもが多い
ことがわかります。しかし、平日の朝食では、母親の割合が
8割弱となり、子どもが1人で食事をする割合が5.9%となる

ことが、そのほかの食事の傾向とは異なっています。また、
父親が一緒に食事をするのは平日では約3～4割ですが、休
日では約7～9割と割合が高くなります。平日は仕事で忙し
い父親や、平日の朝は忙しい母親にとって、休日は子どもと
ゆっくり食事を楽しめる貴重な時間となっているようです。

子どもがいっしょに食事する人図3

注１　複数回答

■1人で ■父親 ■母親（あなた） ■きょうだい ■祖父
■祖母 ■その他の家族 ■家族以外の人 ■この食事は食べない
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休日の昼食

休日の夕食
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お子様は、だれといっしょに食事をすることが多いですか。Q

平日は母親ときょうだい、
休日は父親が加わる食卓
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★夕食を手づくりしている家庭は「ほとんど毎日」と「週に
4～5日」を合わせると9割以上であることがわかりました。
また、「冷凍食品」「お惣菜」「レトルト食品やインスタント
食品」の使用頻度の分布は似た傾向があり、週に１日以

上使用しているのは約4割でした。手づくりをしている家庭
も多いことから、そのように便利な食材を一部利用しなが
ら食卓をととのえている母親の姿がうかがえます。

家庭での食行動図4

注１　「ほとんど毎日」+「週に４～５日」の数値が高い順に並び替えている。

■ ほとんど毎日　　　■ 週に４～５日　　　■ 週に２～３日
■ 週に１日　　　　  ■ 月に１～３日　　　■ （ほとんど）ない
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あなたのご家庭では、次のようなことがどれくらいありますか。Q

約７割の家庭が夕食を
ほとんど毎日手づくりしている
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★保護者の食にかかわる行動と意識について聞いたとこ
ろ、「とてもそうである」と「まあそうである」を合わせると、
「料理はできるだけ手づくりするようにしている」は9割以
上、「料理をするのが好きだ」は６割以上いました。また、
「食事の時間が楽しい」という回答も8割を超えていました。

一方で、「毎日のメニューを考えるのがたいへん」「料理のレ
パートリーが少ない」という悩みをもつ母親も7～8割存在
しており、手づくりしたい気持ちはあるものの、メニューを
考えるのが大変と感じているようです。

保護者の食にかかわる行動と意識図5

注１　「とてもそうである」+「まあそうである」の数値が高い順に並び替えている。
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幼児の食事と保護者の意識データから見る
幼児教育

料理はできるだけ手づくりするようにしているが、
毎日のメニューを考えるのが大変

次のようなことは、あなたにどれくらいあてはまりますか。Q
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★食に関して、家庭で子どもといっしょにすることを聞いた
ところ、「よくする」のは「買い物に行く」が67.0%と最も高
く、続いて「季節の行事にあわせた食事をする」（23.3%）
「食べ物に対する感謝の気持ちを教える」（19.6%）となり
ました。「買い物に行く」を「よくする」と言う回答は、子ども
が小学１～３年生（46.8%）、４～６年生（34.6%）と学年

が進むにつれて大きく減少しており、これは子どもといっし
ょに過ごす時間が減ることに影響されると思われます。幼
児期には親子で買い物に行く機会が多いことを生かし、買
い物をしながら旬の食材にふれ、行事とかかわりのある料
理について子どもと話すことで、食への関心を高めるきっか
けとしている家庭もあるのではないでしょうか。

食に関して家庭で子どもといっしょにすること図6

注１　「よくする」の数値が高い順に並び替えている。
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あなたのご家庭では、お子様といっしょに次のようなことをすることがありますか。Q

子どもといっしょにするのは
「買い物に行く」「季節の行事にあわせた食事をする」

「食べ物に対する感謝の気持ちを教える」
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家庭で多く出す料理

小学生のころの食事と現在の食事の関連

図7

図８
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半分くらい
45.2

★家庭で多く出す料理としては、「ほ
とんど和食」と「どちらかというと和
食が多い」を合わせると約4割の家庭
で和食が多いということがわかりまし
た。子どもが小学１～3年生の保護者
の回答では「ほとんど和食」「どちらか
というと和食が多い」を合計しても約
3割であることに比べ、幼児期の方が
和食を出す家庭が多いという傾向が
あるようです。今回の調査ではその違
いの理由までは明らかになっていませ
んが、子どものし好や保護者の意識
の変化が影響しているのかもしれま
せん。

ほとんど和食
5.2

ほとんど洋食･中華
0.5

（単位 ： %）

★では、母親が小学生のころに家庭
（実家）で出ていた食事と現在出して
いる食事には相関があるのでしょう
か？（今回の調査では多くの母親が覚
えていると思われる小学生のころの
食事を聞いている）図8を見ると、子ど
ものころに和食派だと現在の食事も
和食が多くなる傾向があります。また、
本調査においては親や祖父母と料理
した経験がある母親ほど「料理をする
のが好き」であり、「子どもといっしょ
に料理をすることが多い」という結果
も得られました。家庭での食文化は継
承されており、子どものころの豊かな
食体験は大切であると言えるでしょう。

注１　「ほとんど和食」「和食が多かった」と回答した人を「和食派」、「和食と洋食・中華が半分」と回答した
　　　人を「中間派」、「洋食・中華が多かった」「ほとんど洋食・中華」と回答した人を「洋食・中華派」とした。
注２　無答不明を除く
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現在、あなたのご家庭では、どのような料理を多く出していますか。Q

Q

和食が約4割、
和洋中折衷が5割弱の食卓

あなたが小学生だったころ、あなたのご家庭（実家）では、
どのような料理が多く出ていましたか。 Q

現在、あなたのご家庭では、
どのような料理を多く出していますか。

母親が小学生のころの食事と
現在出している食事には相関がある

×
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特集テーマとして要望が多かった「食
育」。現場では「食育ってこの活動で

いいのかな？」という声もあるようでした。今回の取材では、
食育は決して特別な取り組みではなく、毎日の生活の中で
自然の恵みに感謝し、食べることを楽しむ経験であると感
じました。そして、子どもは大人の食への姿勢を見て育ちま
す。自分自身が季節の変化や旬を取り入れた食事を楽しめ
ているか、問い直すことも食育の一歩かもしれません。

編 集 後 記

次号は2010年9月下旬発刊（予定）
年３回の発刊（予定）です
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上記の刊行物はすべてホームページからご覧いただけます。

http: //www.benesse.co.jp/ jisedaiken/

ベネッセ次世代育成研究所からの発刊物のご案内

ベネッセ次世代育成研究所各種検索エンジンで
「ベネッセ次世代育成研究所」と検索してください。

Ａ４判　２４ページ

◎改訂幼稚園教育要領でも強調された
「幼小連携」について、調査より明らかに
なった現状や実践例を紹介しています。
座談会では小学校が幼稚園に期待する
ことを取り上げました。

特集

幼小連携の充実に向けて
現場が取り組むべきこと

Ａ４判　２４ページ

◎園と保護者が互いに協力関係を築き、
子どもの健やかな育ちを見守っていくた
めに、園ではどのような働きかけを行う
とよいのでしょうか。子安増生先生のイ
ンタビュー、公私立幼稚園・保育所の
事例を紹介しています。

特集

保護者の成長を促す
園の支援とは
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幼児教育・保育に関する発刊物

◎０歳から就学前までの子
どもの成長発達と保育者の
かかわりや、幼児の言動の
意味と援助のポイントをまと
めました。

Ａ４判　１１２ページ

保育所での
子どもの発達と
保育のポイント

©ベネッセ次世代育成研究所　◎無断転載を禁じます

◎４、５歳児の遊びの事例
を５９サンプル収集し、遊び
に含まれる学びの可能性や
保育者のかかわりを分析し
ました。

Ａ４判　７２ページ

幼児の遊びにみられる
学びの芽

◎全国の幼稚園・保育所を
対象に共通の設計に基づ
き、幼児教育・保育の実情
と課題を明らかにした調査
の報告書。

B5判　160ページ

第1回 
幼児教育・保育についての
基本調査報告書
（幼稚園編・保育所編）

Ａ４判　２４ページ

◎今後の動きが注目される幼保一体化
について、その課題や展望を汐見稔幸先
生と無藤隆先生の巻頭対談でとりあげて
います。また、幼保公私さまざまな立場の
かたからの寄稿から新しい幼児教育を考
えています。

インタビュー

幼保一体化と
新しい幼児教育

Ａ４判　２４ページ

◎保育者が自らの保育を振り返り、気づ
きを得られるような「園内研修」とは？　
秋田喜代美先生のインタビュー、大豆生
田啓友先生のＱ＆Ａ、園内研修の具体的
な手法を実践事例とともに紹介していま
す。

特集

保育者の資質を高める
園内研修とは




